
第3期データヘルス計画の策定について



第2期データヘルス計画

①脳血管疾患、虚血性心疾患の新規発症の減少
②糖尿病性腎症による人工透析新規導入の減少
③脳血管疾患、虚血性心疾患の医療費の減少

①特定健診の受診率向上 ②特定保健指導の実施率向上
③特定保健指導対象者の減少率
④メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合
⑤糖尿病の者の割合の減少 ⑥高血圧の者の割合の減少
⑦脂質異常の者の割合の減少
⑧健診受診者のHbA1c8.0以上の未治療者の割合の減少
⑨健診結果からみた糖尿病性腎症第3期以降の未治療者の減少

【医療費適正化】
①レセプト点検効率化の維持・向上
②後発医薬品（ジェネリック医薬品）の普及率向上

目的
被保険者の健康保持増進を図ることで
①医療費適正化
②健康寿命の延伸（疾病・障害・早世の予防）

中長期的目標

短期目標

※赤字はR2見直し時に追加した項目
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第2期データヘルス計画 短期目標における成果指標

①特定健診の受診率向上

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

36.2 37.7 27.1 31.0 33.9 60

②特定保健指導の実施率向上

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

63.9 67.7 56.9 52.7 50.2 65

③糖尿病の者の割合の減少

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

4.8 5.4 4.2 4.3 3.5

④高血圧の者の割合の減少

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

4.3 4.8 6.7 6.2 6.3 3.0

⑤脂質異常の者の割合の減少

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

16.4 15.9 15.2 15.3 15.3 10

①レセプト点検効率化の維持・向上

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

0.36 0.29 0.39 0.43 0.53 0.4

②後発医薬品（ジェネリック医薬品）の普及率向上

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5目標値

77.9 76.1 79.7 79.6 80.6 80

【医療費適正化】
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第2期データヘルス計画 中長期目標における成果

中長期目標の達成状況

中長期目標疾患の医療費の推移
同規模 県 国

H30年度 R04年度 R04年度 R04年度 R04年度
70億5483万円 75億9915万円 -- -- --
4億5238万円 3億9139万円 -- -- --
6.41% 5.15% 7.95% 6.19% 8.20%

脳 脳梗塞・脳出血 2.35% 1.87% 2.08% 2.06% 2.07%
心 狭心症・心筋梗塞 1.80% 1.13% 1.42% 1.37% 1.46%
慢性腎不全(透析有) 2.06% 1.75% 4.16% 2.46% 4.38%
慢性腎不全(透析無) 0.20% 0.40% 0.29% 0.29% 0.29%

15.85% 19.18% 17.03% 16.72% 16.77%
8.53% 9.58% 8.72% 8.98% 8.71%
9.29% 8.69% 8.04% 9.43% 7.88%

宗像市

総医療費(円)
中長期目標疾患
医療費合計(円)

中
長
期

目
標
疾
患

そ
の
他
の

疾
患

悪性新生物
筋・骨疾患
精神疾患

腎

中長期目標 現状値 H30 R1 R2 R3 R4
目標 ー ー
実績 1.5% 1.5% 1.5% 1.9% 2.0%
目標 ー ー
実績 1.5% 1.4% 1.2% 1.3% 1.4%
目標 ー ー
実績 12人 6人 8人 16人 6人
目標 ー ー
実績 1.28% 1.28% 0.98% 0.78% 1.17%
目標 ー ー
実績 1.05% 0.97% 0.92% 0.74% 0.68%

1.5％未満

1.4％未満

５人未満

1.28％未満

0.97％未満

脳血管疾患の新規発症の減少
(被保険者のうち新規患者数が占める割合)

虚血性心疾患の新規発症の減少
(被保険者のうち新規患者数が占める割合)

糖尿病性腎症による人工透析新規導入の減少
(新規透析患者のうち糖尿病を持つ者の人数)

高額になる疾患　脳血管疾患の医療費の減少

高額になる疾患　虚血性心疾患の医療費の減少

2.1%

1.8%

７人

1.47%

1.15%



第2期データヘルス計画の評価

成果

・脳血管疾患および虚血性心疾患の新規発症者割合の
減少
・糖尿病性腎症による人工透析新規導入者数の増加抑制
・中長期目標疾患の医療費の減少
・その他の医療費適正化の取組みによる医療費の削減

課題

・特定健診受診率、特定保健指導実施率の目標未達
(コロナの影響により低下した数値が、流行前の水準に回
復していない)
・メタボリックシンドローム該当者、Ⅱ度高血圧以上該当
者の増加(中長期目標疾患予備群の増加)

５



計画の標準化

第３期データヘルス計画に向けての国の指針

・域内保険者において同じ指標で経年的にモニタリングが可能
・他の保険者との比較や自保険者の客観的な状況把握が容易
・健康状況や健康課題の分析、計画策定、評価などの共通化により業務負
担の軽減
・福岡県や国保連合会の支援が容易

全国共通で設定することが望ましい評価指標
①特定健診受診率
②特定保健指導実施率
③特定保健指導対象者の減少率
④健診受診者のHbA1c8.0％以上の者の割合の減少 ６



宗像市国保の現状

実数 実数 割合 実数 割合

65～74歳 9,653 420,835 41.2

40～64歳 5,437 318,135 31.2

39歳以下 4,056 282,241 27.6

加入率 20.1 20.5 20.6

1,021,211

50.4

28.4

21.2

国保の状況

被保険者数 19,146 3,472,300

平均自立期間
（要介護2以上）

81.2 80.1 80.1

85.6 84.4 84.6

女性 87.4 87.0 87.2

女性

男性

平均寿命
男性 81.6 80.7 80.7

宗像市 同規模平均 県

割合
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第3期データヘルス計画

①脳血管疾患、虚血性心疾患、慢性腎不全の総医療
費に占める割合の上昇抑制
②糖尿病性腎症による透析導入者の割合の減少

①特定健診の受診率向上 ②特定保健指導の実施率向上
③特定保健指導対象者の減少率
④メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合の減少
⑤健診受診者の高血圧の者、脂質異常の者、血糖異常の者の割合
減少

⑥健診受診者のHbA1c8.0以上の者の割合の減少

【医療費適正化】
⑦レセプト点検効果率の維持・向上
⑧後発医薬品（ジェネリック医薬品）の普及率の維持・向上
⑨骨粗鬆症治療中断者の再開受診率

目的
被保険者の健康保持増進を図ることで
①医療費適正化
②健康寿命の延伸（疾病・障害・早世の予防）

中長期的目標

短期的目標

８
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第3期データヘルス計画 他団体との連携

事業実施者

（企画・実施・評価）

福岡県
福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所

宗像医師会

宗像歯科医師会

宗像薬剤師会

保険者協議会

保健事業支援・評価委員会

福岡県国保連合会

支援・評価

情報共有
情報共有

宗像市

国保医療課

連携

健康課

副市長

健康福祉部長

保険医療担当部長
総務部長

経営企画部長

秘書政策課長

経営企画課長

財政課長

健康課長

国保医療課長

宗像市国民健康保険
医療費適正化推進会議
(庁内の総合調整機能)

福津市

情報共有

連携

連携

連携

情報共有

福岡県糖尿病対策推進会議

宗像市国民健康保険

運営協議会

情報共有

連携

情報共有

連携

連携

日本赤十字

九州国際看護大学

情報共有

連携



第3期データヘルス計画の取り組みについて

①特定健診未受診者対策

②生活習慣病発症予防のための啓発

③生活習慣病の重症化予防

✓糖尿病・高血圧等の生活習慣病の重症化予防

✓糖尿病性腎症重症化予防事業

④その他の医療費適正化

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

【目標】
糖尿病、高血圧、脂質異常症、メタボリックシンドローム等の減少

【取組】

特定健診における
血糖、血圧、脂質の
検査値改善

重症化予防

ポピュレーション
アプローチ

・生活習慣病重症化による合併症の発症・進展抑制
・糖尿病性腎症重症化予防

・特定健診の受診促進、保健指導の実施
・生活習慣病に関する情報発信、周知、啓発
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第3期データヘルス計画の取り組みについて

①特定健診未受診者対策

PFS（成果連動型民間委託契約方式）を活用した特定健診受診率向上事業

成果指標の達成状況に連動して支払額を決定するもの。
これにより事業者の創意工夫を促し、事業の成果向上を図る。

① ３月 特定健診案内通知の作成、郵送
② ５月 特定健診受診券の作成、郵送
③ 通年 受診勧奨（特定の手法・時期を指定するものではなく、
選定した事業者により効果的な手法・時期で実施）

PFSとは

事業内容
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日本赤十字九州国際看護大学と連携して実施（予定）事業評価



第3期データヘルス計画の取り組みについて

②骨折・骨粗鬆症重症化予防事業

宗像市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（R5.3実施）12



第3期データヘルス計画の取り組みについて

②骨折・骨粗鬆症重症化予防事業

目的
運動器症候群（ロコモティブシンドローム）を周知し、
運動機能改善をつうじた健康寿命の延伸を図る

事業概要
①民間事業者に委託し、レセプトの分析、対象者を抽出
②対象者に受診再開勧奨及び運動啓発を実施（アンケート配布）
③アンケート回答者に対し、個別に医療機関や運動教室の紹介

13

指標名 R6 R7 R8 R9 R10 R11

骨粗鬆症治療中断者の医療機関再受診率 10% 12% 14% 16% 18% 20%

受診勧奨実施率 100% 100% 100% 100% 100% 100%
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本編策定 本編完成

本日 12/25 1月
下旬

2月
上旬

2月
下旬 3月
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被保険者一人あたり金額の推移

一人あたり医療費：増加傾向
一人あたり納付金：増加傾向であるが、医療費の伸びに比べるとかなり緩や
か。県が納付金を算定する際に財政安定化基金で納付金の著しい上昇を緩和
しているため
一人あたり保険税額：ほぼ横ばいであるが、基金を活用して医療給付費分を
据置いていている一方、後期高齢者支援金分と介護納付金分については令和
２年度と令和５年度に増税したためやや上昇傾向
一人あたり基金残高：急激に積みあがっている。

379,042 386,192 391,252 391,775 409,180 394,623 420,145 444,969 462,303
121,770 121,603 134,264 134,168 135,612 141,583

100,196 97,560 95,466 93,359 93,462 95,073 94,648 92,570 100,281
0 16,377 31,837 49,719 57,978 67,657 72,574 76,145一人あたり基金残高（円）

一人あたり医療費（円）
一人あたり納付金（円）
一人あたり保険税（円）

令和4年度令和3年度
令和５年度
（予算）

令和1年度 令和2年度H27年度 H28年度 H29年度 H30年度区分



令和５年第４回宗像市議会定例会 社会常任委員会資料 （国保医療課） 

第 69号議案 宗像市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 

宗像市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 

【改正の趣旨】 

全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正

する法律（令和５年法律第３１号）の施行に伴い、国民健康保険法施行令等が改正さ

れたことから、宗像市国民健康保険税条例を一部改正し、出産被保険者の産前産後期

間における国民健康保険税を減額する。 

 

【改正内容】 

〇対象者 

宗像市国民健康保険加入の出産被保険者 （令和４年度実績 ４６人） 

 

〇減額内容 

当該被保険者に係る所得割保険税および均等割保険税 

 

〇期間 

４か月分（出産予定日が属する月の前月から出産予定月の翌々月までの期間） 

多胎妊娠の場合は６カ月分（出産予定日が属する月の３か月前から出産予定月の翌々月までの期

間） 



 

 

 

 

〇影響額  年間 約５０万円の保険税収減  

財政負担 国：１／２、県：１／４、市：１／４ 

  

〇施行日 

令和６年１月１日 

が減額対象月

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

単胎 出産予定月

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

多胎 出産予定月

出産の予定日が属する月が令和６年２月の場合


